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宗谷の思い出









第1次 と第6次 との間では5年 の歳月しかたっていな
いが,そ の間に,ヘ リポートの新設や居住区の改造など
によって,宗 谷の構造はかな り変っていたし,上述のよ
うに,隊 員 ・乗組員の大部分が交代していた.そ の上,
5回の航海の経験にもとついて船内生活もかなり改善さ
れていたので,第6次 の航海の際には,第1次 に くらぺ
てずい分のかわ りようだと感 じたものである.




















の移 り変わ りは何 ものにもかえがたい楽しみであった.
熱帯から寒帯にわたる自然の相貌を垣間見るだけでも,
私には貴重な経験であった.中 でも,鉛色の雲の下にに






























第1次 と第6次 とをくらべて.こ のように宗谷の船内
生活には大 きな変化が認められるが,変 らなかったもの















おけるもっとも充実した時の一つ で あった と思って い
る.(筆 者:東京大学理学部教授)
















日帰 途 に つ い た.途 中,A,点 で 観測 機 器用 の電 池 の 交
換,自 記気 象 計 の 設 置 な どを行 い,ブ リザ ー ドに悩 ま さ
れ な が ら も.9月15日,昭 和基 地 に 全 員 無'jF帰投 し た.
海 氷 の 安定 を待 ち な が ら東 オ ン グル 周 辺 で 行 って きた
海 底 地 形 調 査(測 深)は,比 較 的 海 氷 の 落 ち 着 い て き た
9月.オ ン グ ル カル ベ ン島付 近 で96点,月 末 に基 地 西 方
50kmまで35点で行 っ た.
.一方 ,第18次 隊 最後 の ロ ケ ッ ト観 測 で あ る,電 離 層 エ
ア ロ ノ ミー の 研究 を 日的 と したS-210JA27.号機 の打 ち
上 げ は8月10Hl5時47分3秒(現 地 時 間)にf.fわれ,167
秒 後 最 高到 達 高度119.5kmに達 した.ロ ケ ッ トに搭 載 し
た観 測 計 器 は 全 て 正 常 に 働 き,高 緯度 地 域 に お け る成 層
圏 か ら下 部 電 離 層 の オ ゾ ン高度 分 布,電 離 層 構成 物 質 と
そ の イ オ ン 化学 反 応 の 研 究 上 極 め て 貴 重 な デ ー タ ー を取
得 した.こ れ で 第18次隊 の ロケ ッ ト観 測 はS-310JA型
2機,S-210JA型4機 と も全 て 成功 裡 に終 了 した.
第4回 の 内 陸旅 行 は10月中 旬 にr・定 され,ま た,沿 岸
調 査 も活 発 に な っ て くる 南極 の 春,昭 和 基 地 は設 営 と も
順 調 に越 冬 生 活 を送 っ て い る.み ず ほ観 測 拠 点 は 明 る く
な っ た とは い え9月 の 最 低 気 温 は 一50.3°Cを言己録 し て
い るが,そ ん な中 で も藤 井,戸 谷,金 子,小 賀の4隊 員
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測器 ・指数 ・データの5つ の部門から なって い るが,
今年はIMS　(国際磁気圏観測計画)の2年 目に当るこ
とから,各部門ともそれらの中間報告的発 表 が 目立っ
た.しかし,本格的研究成果はこれからとい う段階であ
った.た だ,ア メリカの人工衛星による地球磁気圏での
磁場,電 場,プ ラズマ粒子の観測では,数 々の新しい事
実が発表され,大 きな注目を集めた.日 本の南極におけ










合)会 議に含まれる形で,オ ース トラリアのキャンベラ
で開かれることになっている.























第2日 の 「東南極楯状地」で,大 阪市大の 吉 田氏 か
ら,日本隊の昭和基地を中心とした地質調査の成果が報
告された.











第5日 は 「新世代の歴史」で.最 初の講演者として永
田所長が南極での隅石探査についてのまとめを話され,
多くの研究者の興味をひいた.午後からはDVDP関 係









を見てまわった.一 日中,車 で走りまわって,同 じよう
な地層や地形が続 き,我々日本人には特に興 味深 かっ




































REA　の報告・書が配布され,討 議されたが,十 分 目を通









のロン ドン会議の結果をみて対処す る こ とが話合われ
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た.さ らに,オ ーロラ粒子の降 り込みと,それに伴なう

































村 山 雅 美
「ポールも今や指呼の間.車 に旗め く軍艦旗,明 日の
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においては,南 極に活動する多 くの国の中で,我 々の低
い鼻もやや高 くなった経過を述べることにしよう.
タロ,ジ ロにめ ぐり遇えた第3次 隊は,幸 先良しと,














































6,000㎞の耐久性.乗 員4名 のベッド,航法機器,通 信
機,観 測機械,炊 事用具,造 水器等を搭載すること.南
極再開準備費5,000万円の一部をこの雪上車の開発費に
あて,KD60の誕生となった.第9次 隊が極点旅行を実
施することを前提 として,3年 間に6輌 の製造が幸に予
定どおり実施され,内陸旅行はKD60の投入により大き
な飛躍をみた,す なわた,第8次 隊によるプラ トウ基地
まで2,600㎞余の実績を引き継いだ第9次隊はインド洋
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てみ よう.トラックター トレインの名のもとに,毎年 ミ
ルニーボス トーク間.大 量の物資を輸送しているハリコ
































スピナー,開頭 とも動作良好で234秒後最高 到 達 高度
221.5㎞に達 し観測に成功 した.
これらは地上観測とともに,IMS計 画の焦点である










みずほ観測拠点:第3回 内陸旅行隊は.寺 井啓を リー
ダーに金子誠一,小 賀隆,福 沢志津夫,富 田瑞穂,坂 本
、純一の6名で8月12日,昭和基地を出発した.KD60雪
上車6号,9号,SM50S雪 上車が居住用ガブースと檎
を引き,と っつき岬.見 返 り台を経由し17日,無人観測






職 員 の 異 動








消費量 残 量 消費量 .残量
普 通 軽 油 14,420幻釧 ・欄 258,832
灯 油 7,575鋤7711⑤ ・6・44,311
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　Monthly　Climatological　Data)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(ec)
最 高 気 温(Max,　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　 ternp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(皿b)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-mln.　men)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
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2億 年 前,南 極 大 陸 は 現 在 の ア フ リカ,イ ン ド,オ 一
三 ス トラ リア,南 ア メ リカな どの 諸 大 陸 と と もに,ひ とつ














しかし,。の事実をよ朔 ら賊 したのはリス トルザ ミ
ウルスの骨の観 であ。た.南 鰍 断山脈を脚 るベァ;
一 ドモ ア 氷 河 の グ ラ フ ァイ トピー ク付 近 の 三畳 紀 の フ レ]
モ ウE'0(約2億年 前∫)か ら,1967年}・動 物 の骨 」・1-h:二。1
一 ジー ラ ン ド隊 に よ り発 見 され .1969-70年ア メ リカ 隊;
に よ り,リ ス トル ザ ウル ス と同定 で きる だ け の標 本 が 発 三
掘 され た.リ ス トル ザ ウル ス は 獣 形 目に 属 す る陸 上 の 爬 ミ
虫 類 で,中 く らい の 犬 程 度 の 大 き さで あ る.水 辺 に 住 み,」
草 食 で.群 を な して 生 活 して い た と推 定 され る.;
この フ レモ ウ層 か らは,ほ か に も爬 虫 類 や 両 法 類 の 骨;
も発見され・いる.… ルザウルスは南… カでもi




よ うに な っ た.1
リス トルザウルスはその後地球上を支配した多 くの恐;
'竜
の先祖である.その化石の発見は,南極調査史上に永::
久峨 ・鰍 である,≡
ミ
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